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学校通信「たんぽぽ」は1981年
の発行にあたって、勤看での学び
をそれぞれの
地で花さかせよ
うという願いを
こめて名づけら
れました。
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デ
ジ
タ
ル
認
知
障
害

校
長
　
塩
川
　哲
男

「
や
め
ま
し
ょ
う
、
歩
き
ス
マ
ホ
。」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
が
地
下
鉄
の
構
内
に
貼
っ
て

あ
っ
た
（
図
）。
た
し
か
に
地
下
鉄
の
ホ
ー
ム
や
車
内
で
は
本
や
新
聞
を
見
て
い
る
人

よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
い
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
し
、
歩
き
ス
マ
ホ
を
し
て

い
る
人
も
少
な
く
な
い
。

　前
傾
姿
勢
を
続
け
て
い
る
と
、
首
に
負
担
が
か
か
る
（
ス
マ
ホ
首
）
の
と
、
目
に
も

良
く
な
い
。さ
ら
に
、デ
ジ
タ
ル
機
器
に
よ
る「
情
報
の
洪
水
」が
脳
の
働
き（
認
知
機
能
）

に
影
響
し
、「
デ
ジ
タ
ル
認
知
障
害
」
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
き
た
。
東
北

大
学
加
齢
医
学
研
究
所
の
研
究
で
は
、
１
日
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
が
１
時
間
以
上
の
子
供
は

利
用
時
間
が
増
え
る
ほ
ど
数
学
や
国
語
の
点
数
が
低
か
っ
た
と
い
う
。
大
人
の
ス
マ
ホ

の
使
い
過
ぎ
で
は
、
脳
の
中
を
整
理
す
る
時
間
（
デ
フ
ォ
ル
ト
・
モ
ー
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
い
っ
て
創
造
性
に
関
連
）
が
な
く
な
り
、「
脳
の
中
が
ゴ
ミ
屋
敷
の
よ
う
に
な
る
」

と
い
う（
奥
村
歩
お
く
む
ら
メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）。
対
策
と
し
て
、１
〜
２
時

間
頭
を
使
う
仕
事
を
し
た
ら
、５
〜
10
分
「
ぼ
ん
や
り
タ
イ
ム
」
を
作
る
。
ま
た
、
計

画
的
に
単
純
作
業
を
し
た
り
、
ス
マ
ホ
を
持
た
ず
に
散
歩
す
る
こ
と
も
効
果
的
と
い
う
。

70
歳
に
な
っ
た
私
の
人
生
の
な
か
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
と
の
付
き
合
い
は
た
か
だ
か
30

年
余
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
示
す
通
り
医
療
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
も
バ
ラ
色
の
未
来
を
約
束
す
る
保
証

は
な
い
。

　卒
業
し
て
臨
床
現
場
に
出
る
皆
さ
ん
に
は
、

ア
ナ
ロ
グ
な
も
の
も
大
切
に
し
て
、「
顔
を
上
げ

て
」
患
者
さ
ん
と
接
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　「
い
の
ち
は
平
等
」
が
医
療
に
携
わ
る
私
た
ち
の
信
条
で
す
。「
学
ぶ
こ
と

も
平
等
」
で
す
。
高
等
教
育
無
償
化
は
世
界
で
も
当
た
り
前
と
い
う
考
え

に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際
人
権
Ａ
規
約
で
は
教
育
は
「
す
べ
て
の
者
に
対
し

て
機
会
が
与
え
ら
れ
る
」
と
し
、
日
本
国
憲
法
26
条
で
は
「
ひ
と
し
く
教

育
を
受
け
る
権
利
」
と
さ
れ
、
学
び
た
い
す
べ
て
の
人
に
教
育
の
機
会
均
等

を
実
現
す
る
こ
と
が
国
の
役
割
で
す
。
し
か
し
日
本
の
教
育
予
算
は
先
進

国
中
、
最
低
レ
ベ
ル
で
学
費
負
担
は
と
て
も
重
い
た
め
に
経
済
状
況
に
よ
っ

て
は
、
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　「
高
等
教
育
の
無
償
化
」
と
し
て
、
２
０
２
０
年
よ
り
「
大
学
等
に
お
け

る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
一
定
の
学
費
減
免
と
給
付
奨
学
金
が
実
現
し
ま
し

た
が
、
所
得
と
学
力
に
よ
る
条
件
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
新
た
に

理
工
農
系
学
部
に
通
う
学
生
お
よ
び
３
人
以
上
を
扶
養
す
る
多
子
世
帯
の

学
生
が
対
象
と
な
り
、
今
年
か
ら
多
子
世
帯
は
所
得
制
限
な
し
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
無
償
化
を
求
め
る
国
民
の
運
動
の
力
で
す
。
も
っ

と
対
象
世
帯
を
増
や
し
給
付
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
２
０
２
４
年
全
国
看
護
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
９
５
５
名
の
看
護

学
生
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
物
価
高
騰
の
な
か
で
、
保
護
者
の
収
入

の
減
少
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
っ
て
生
活
せ
ざ
る
を
え
な
い
実
態
、
生
活
困
難

の
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
実
習
に
行
く
た

め
の
交
通
費
も
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
本
校
が
加
盟
す
る
全
日
本
民
医

連
は
学
費
無
償
化
と
看
護
学
生
支
援
を
国
に
求
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

と
こ
れ
か
ら
の
看
護
学
生
の
た
め
に
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。   （
田
沢
）

〈
編
集
委
員
〉

佐
藤
幸
子

　伊
達
深
晴

　久
保
田
千
香
子

卒業する39回生

　39回生の皆さん、ご卒
業おめでとうございます。
　３年間でたくさんの事を
クラスメイトと乗り越えて
きたと思います。
　看護師への道のりはこれ
からです。大変な事・辛い
事もありますが、それを吐き出しながらその分、頑張った事
や学んだ事をプラスに捉えてチャレンジしていって下さい。
今後のご活躍を応援しています。

勤医協中央病院 ３東病棟
看護主任 山田  優希・西川  司

　39回生の皆さんご卒業おめでとうございます。
　３年間、皆さんの経験した頑張りが、今後の人生において
の糧になっていく事と思います。
　就職される方、進学される方、様々な進む道があると思い

ますが、自身を信じ目標に
向かってこれからも前に進
んで行ってください。今後
の皆さんのご活躍を陰なが
ら応援しています。

勤医協札幌病院 ４病棟
看護主任 中村  みどり

　39回生の皆さまご卒業おめでとうございます。
　３年間、授業や実習で学んだ成果が発揮され
る時がきましたね。これからはこれまで苦楽を
共にした友人と離れて活動することになります。
緊張や期待、不安などさまざまな感情があるか
と思いますが現場では先輩方が温かく迎え入れ

ますので安心
して職場に来
てくださいね。
一緒に働ける
日を楽しみに
しています。

ご卒業
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ご卒業
おめでとう
ございます

ご卒業
おめでとう
ございます

勤医協札幌西区病院 ２病棟
看護主任 三上  優香

　３年間、様々な経験を乗り越えて頑張ってきた39回生。個性豊かなみなさんが、その個性
を大事にしながら、クラスの団結を強めて成長していく姿がとても頼もしかったです。
　これからも、自分自身を磨き、そして、自分らしく進んでいってください。
　「前程万里」…これからが始まりです！長い道のりを焦らずに進み、豊かに成長をしてい
くことを願います。
　Beginning of a bright future！（輝かしい未来の始まり！）　   卒業おめでとう

勤医協福祉会 柏ケ丘訪問看護ステーション 能登  佳司恵
祝



看護師国家試験看護師国家試験
応援メッセージ

看護管理実習

複数受け持ち実習

日々のカンファレンスでは
臨床指導者さんから、
助言をいただき学びが
深まりました。

実習や講義でお世話になった
臨床からたくさんの
応援メッセージが届きました。

複数の模擬患者さんを
受け持ち、実際の看護師の
ように思考し、実践する
難しさを学びました。

実習の学びを
模造紙にまとめて
発表・交流しました。　10月下旬から３週間、３年生

最後の実習となる統合実習が行
われました。多職種連携や地域
における看護の役割、継続看護
の重要性など、多くのことを学
んだ実習となりました。
　ご協力いただいた各臨床の皆
様、ありがとうございました。

　健康の社会的決定要因（SDH）が対象に及ぼす影響を探求する「SDH探求実習」を
とおし、基本的人権を護る看護の役割を学びました。３年次に受け持った事例から
SDHを探求し、看護の役割を考え仲間と学び合ったこの経験は、それぞれの看護観を
深め、かけがえのない財産となりました。

統合実習で取り組んだ、
「SDH探求実習」のグループ
レポートを発表しました。

39回生の皆さん、ご卒業おめでとうございます！
　あっという間の３年間でしたね。卒業の日を迎え、皆さんはどのような思いを抱いていますか？私にとって、初めて担
任を務めたクラスが39回生であったことは、本当に幸せな経験でした。皆さんから多くのことを学ばせていただき、感謝
の気持ちで一杯です。
　これからは職場や対象者の方々との出会いを通じて、看護職としてさらに成長していくことでしょう。辛い時には、仲
間と励まし合った日々や、看護師を目指した原点を思い出してください。３年間積み重ねた努力を自信に変え、それぞれ
の道を力強く歩んでいってください。
　卒業後も皆さんを応援しています。どうか健康に気を付けて、皆さんらしく輝き続けてください。

担任　干場

　クラス長　竹山
副クラス長　工藤

39回生は、新カリキュラムの中で、実習や講義に積極的に取り組んでき
ました。普段は個性豊かなクラスですが、体育祭等の行事では全員が一致
団結して勝利を目指すことができ、そこで育んだ絆を活かして、看護の勉
強も互いに助け合いながら乗り越えてきました。３年間、看護について仲
間とともに考え続けた学生生活はとても楽しく、思い出深いものとなりま
した。これからも看護の学びを深め、患者に寄り添った看護を提供してい
きたいです。

看護学科
39回生
（３年生）

嚥下の様子を
丁寧に観察
しながらの
食事介助

統合実習統合実習

各各領領域域実実習・最終クールールー
の各領域実習・最終クール
の

老年看護学実習Ⅱ期の様
子老年看護学実習Ⅱ期の様
子

総総合ゼミナール総合ゼミナール

１G

２G ３G ４G

５G

７G

６G

８G ９G

10G

勤医協札幌病院

勤医協中央病院 勤医協苫小牧病院

勤医協札幌西区病院

安心して育児に向かうため
の切れ目ない支援と看護の
重要性

脊髄損傷患者とその家族に
おける健康の社会的決定要
因の影響と支援の在り方

経済的な困窮がもたらす
健康問題

２つの事例から考える現在
の社会問題とSDHの視点

多様な背景に寄り添った
継続看護

健康の社会的決定要因と対
象の想いを尊重した健康支援

意思疎通困難となった患者
の意思決定支援

小児の健康を守る継続した
支援　

健康の社会的決定要因の
視点から考える社会的支援
の重要性

社会的ハイリスクにある妊産婦
が安心して子育てを行えるため
の切れ目のない社会的支援
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沖縄に到着!!
暑くてすぐに
半袖になりました～

腹部の観察も
大事！

栄養剤はあって
いるかな？
指示簿と確認！

カルテからも
情報収集

楽しく
ビュッフェ

仲間とともに学び合い
看護の視点を広げています!!
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水族館などの施設に訪れ、沖縄を観光したり、フリータイム
で仲間たちと自由に沖縄を満喫したりすることができ、より
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沖縄研修旅行
10月21日～25日

演習風景成人看護学実習Ⅱ期
・老年看護学実習Ⅰ期

経管栄養法

浣腸

実習がんばり
ました！
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に臨みました。成人看護学実習Ⅱ期では、夏休み中に模擬事例
に取り組み学習を深め、臨床で初めて看護過程の展開を行いま
した。看護問題の抽出や個別性のある看護計画を立案すること
に難しさを感じつつも必死に取り組んでいました。生活と労働
の視点から健康を捉え、必要な看護は何かを考えることができ
ました。
　老年看護学実習Ⅰ期では、高齢者の特徴や複合している病態
と症状に戸惑いながらも対象や家族についての看護を考え実践
に活かしていくことができました。
10月には待ちに待った沖縄研修旅行。「研修旅行」ですので、
事前学習にもしっかり取り組み、戦争の悲惨さや戦後も続く基
地問題、環境や健康被害など現地に行き平和と医療について考
え、学びを深めることができました。自由行動の夕食やフリー
タイムには沖縄を満喫することができたのではないでしょうか。
　あっという間に今年度も終盤戦。冬休み明けからは国家試験
オリエンテーションをおこない、国家試験合格に向けての学習
も進めていけるよう応援していきます。

担任　身﨑

首里城公園
飯上げの道

美ら海水族館

ひめゆり平和祈念資料館 沖縄陸軍病院南風原壕群20号

研修旅行委員
メンバー

看護学科
40回生
（２年生）

看護学科
40回生
（２年生）

看護学科
40回生
（２年生）

旅行最後の日には、
会沢芽美さんの
ライブ　　
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基礎看護学実習Ⅱ期
９月

学学学学学 校校校校校校校校校校校校校 行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行 事事事

最終日に
職員さんから
温かい応援メッセージと
お菓子をただきました

仲間とともに看護の基礎を
　一歩づつ学び進めています

　１学年41回生は、９月下旬、基礎看護学実習Ⅱ期で初めて患者さんへバイタルサイン測定を行いました。
緊張しながらも患者さんと接する楽しさと難しさを実感しました。学内に戻り、実習の学びをレポートにま
とめ、クラスで発表し学んだことを共有することができました。11月に行った生命活動演習ではグループ学
習の難しさと学習したことを伝える大変さを実感しつつも、看護の対象である人間を理解することの大切さ
について考えることができました。12月に入り日常生活援助技術ゼミナールの取り組みが始まりました。安
全安楽な看護技術についてグループで検討し、冬休み中も練習に励んでいました。緊張のゼミナール発表が
終わったあとは基礎看護学実習Ⅲ期に入ります。冬休みの前後にはたくさんの科目の認定試験もありました。
やるべきことが多いスケジュールですが、体調に気を付けて、楽しんで学校生活を過ごしてほしいと思います。

担任　小田

看護学科
41回生
（１年生）

日常生活援助技
術ゼミナールに向けた
演習では、麻痺のある患
者さんや自力体動が困難
な患者さんなどを想定
し、対象の状況に合わせ
た療養生活を支える看護
技術を、仲間とともに
学んでいます。

演習の様子
既習の知識を踏ま

え、循環器の仕組みとは
たらきや消化器の仕組みと
はたらきなど、８つの系ご
とグループに分かれ協同学
習を通し「人間の身体の恒
常性」や「構造と機能」に
ついて深めクラス交流し
ました。

生命活動演習

　11月29日に１年生（41回生）のナーシングセレモニーがおこなわれ
ました。看護の学びを進める決意と抱負を一人ひとりがキャリアビジョ
ンとして発表しました。自治会主催のキャンドルサービスでは、みん
なの晴れやかな顔が照らし出され素敵な会となりました。

　11月22日に伏古地区センターの体育室
を借りて勤看祭を行いました。実行委員
のみなさんが企画を考え、進行してくれ
ました。ゲームもステージもとても盛り
上がり、楽しい交流の時間になりました。

　勤医協が加盟する民医連（全日本民主医療機関連合会）
は高等教育の無償化、学生の負担軽減を国にもとめて、
取り組みをしています。11月27日に民医連の全国の看
護学校の学生と国会議員がリモート交流しました。本校
からは自治会の執行委員が参加し「物価高で生活が苦し
い」「実習のときの交通費負担が大変」といった要求を
訴えました。

臨床で働いている
卒業生からの花束贈呈

自治会の先輩方が
準備を進めてくれました

先生のキャンドルから
火をもらいます

キャリアビジョンの発表

実行委員が頑張って
準備してくれました

カオナシも
登場

ピニャータで
盛り上がりました

キャンドルサービスキャンドルサービス
ナーシングセレモニーナーシングセレモニー

勤看祭

高等教育無償化を訴える議員懇談に参加

　３学年が集まり６つの分散会で交流しました。
　１年生は初めて患者さんを担当した臨地実習の基礎看
護学実習Ⅱ期での学び、２年生は看護過程の展開に挑戦
した成人看護学実習Ⅱ期での学び、３年生は統合実習で
の健康の社会的決定要因（SDH）探求実習での学びの
レポートを発表しました。座長を担当した３年生の上手
な運営で、学年を超え活発な意見や感想を交流しあうこ
とができていました。

第６回学習交流集会
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デ
ジ
タ
ル
認
知
障
害

校
長
　
塩
川
　哲
男

「
や
め
ま
し
ょ
う
、
歩
き
ス
マ
ホ
。」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
が
地
下
鉄
の
構
内
に
貼
っ
て

あ
っ
た
（
図
）。
た
し
か
に
地
下
鉄
の
ホ
ー
ム
や
車
内
で
は
本
や
新
聞
を
見
て
い
る
人

よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
い
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
し
、
歩
き
ス
マ
ホ
を
し
て

い
る
人
も
少
な
く
な
い
。

　前
傾
姿
勢
を
続
け
て
い
る
と
、
首
に
負
担
が
か
か
る
（
ス
マ
ホ
首
）
の
と
、
目
に
も

良
く
な
い
。さ
ら
に
、デ
ジ
タ
ル
機
器
に
よ
る「
情
報
の
洪
水
」が
脳
の
働
き（
認
知
機
能
）

に
影
響
し
、「
デ
ジ
タ
ル
認
知
障
害
」
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
き
た
。
東
北

大
学
加
齢
医
学
研
究
所
の
研
究
で
は
、
１
日
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
が
１
時
間
以
上
の
子
供
は

利
用
時
間
が
増
え
る
ほ
ど
数
学
や
国
語
の
点
数
が
低
か
っ
た
と
い
う
。
大
人
の
ス
マ
ホ

の
使
い
過
ぎ
で
は
、
脳
の
中
を
整
理
す
る
時
間
（
デ
フ
ォ
ル
ト
・
モ
ー
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
い
っ
て
創
造
性
に
関
連
）
が
な
く
な
り
、「
脳
の
中
が
ゴ
ミ
屋
敷
の
よ
う
に
な
る
」

と
い
う（
奥
村
歩
お
く
む
ら
メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）。
対
策
と
し
て
、１
〜
２
時

間
頭
を
使
う
仕
事
を
し
た
ら
、５
〜
10
分
「
ぼ
ん
や
り
タ
イ
ム
」
を
作
る
。
ま
た
、
計

画
的
に
単
純
作
業
を
し
た
り
、
ス
マ
ホ
を
持
た
ず
に
散
歩
す
る
こ
と
も
効
果
的
と
い
う
。

70
歳
に
な
っ
た
私
の
人
生
の
な
か
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
と
の
付
き
合
い
は
た
か
だ
か
30

年
余
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
示
す
通
り
医
療
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
も
バ
ラ
色
の
未
来
を
約
束
す
る
保
証

は
な
い
。

　卒
業
し
て
臨
床
現
場
に
出
る
皆
さ
ん
に
は
、

ア
ナ
ロ
グ
な
も
の
も
大
切
に
し
て
、「
顔
を
上
げ

て
」
患
者
さ
ん
と
接
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　「
い
の
ち
は
平
等
」
が
医
療
に
携
わ
る
私
た
ち
の
信
条
で
す
。「
学
ぶ
こ
と

も
平
等
」
で
す
。
高
等
教
育
無
償
化
は
世
界
で
も
当
た
り
前
と
い
う
考
え

に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際
人
権
Ａ
規
約
で
は
教
育
は
「
す
べ
て
の
者
に
対
し

て
機
会
が
与
え
ら
れ
る
」
と
し
、
日
本
国
憲
法
26
条
で
は
「
ひ
と
し
く
教

育
を
受
け
る
権
利
」
と
さ
れ
、
学
び
た
い
す
べ
て
の
人
に
教
育
の
機
会
均
等

を
実
現
す
る
こ
と
が
国
の
役
割
で
す
。
し
か
し
日
本
の
教
育
予
算
は
先
進

国
中
、
最
低
レ
ベ
ル
で
学
費
負
担
は
と
て
も
重
い
た
め
に
経
済
状
況
に
よ
っ

て
は
、
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　「
高
等
教
育
の
無
償
化
」
と
し
て
、
２
０
２
０
年
よ
り
「
大
学
等
に
お
け

る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
一
定
の
学
費
減
免
と
給
付
奨
学
金
が
実
現
し
ま
し

た
が
、
所
得
と
学
力
に
よ
る
条
件
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
新
た
に

理
工
農
系
学
部
に
通
う
学
生
お
よ
び
３
人
以
上
を
扶
養
す
る
多
子
世
帯
の

学
生
が
対
象
と
な
り
、
今
年
か
ら
多
子
世
帯
は
所
得
制
限
な
し
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
無
償
化
を
求
め
る
国
民
の
運
動
の
力
で
す
。
も
っ

と
対
象
世
帯
を
増
や
し
給
付
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
２
０
２
４
年
全
国
看
護
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
９
５
５
名
の
看
護

学
生
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
物
価
高
騰
の
な
か
で
、
保
護
者
の
収
入

の
減
少
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
っ
て
生
活
せ
ざ
る
を
え
な
い
実
態
、
生
活
困
難

の
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
実
習
に
行
く
た

め
の
交
通
費
も
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
本
校
が
加
盟
す
る
全
日
本
民
医

連
は
学
費
無
償
化
と
看
護
学
生
支
援
を
国
に
求
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

と
こ
れ
か
ら
の
看
護
学
生
の
た
め
に
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。   （
田
沢
）

〈
編
集
委
員
〉

佐
藤
幸
子

　伊
達
深
晴

　久
保
田
千
香
子

卒業する39回生

　39回生の皆さん、ご卒
業おめでとうございます。
　３年間でたくさんの事を
クラスメイトと乗り越えて
きたと思います。
　看護師への道のりはこれ
からです。大変な事・辛い
事もありますが、それを吐き出しながらその分、頑張った事
や学んだ事をプラスに捉えてチャレンジしていって下さい。
今後のご活躍を応援しています。

勤医協中央病院 ３東病棟
看護主任 山田  優希・西川  司

　39回生の皆さんご卒業おめでとうございます。
　３年間、皆さんの経験した頑張りが、今後の人生において
の糧になっていく事と思います。
　就職される方、進学される方、様々な進む道があると思い

ますが、自身を信じ目標に
向かってこれからも前に進
んで行ってください。今後
の皆さんのご活躍を陰なが
ら応援しています。

勤医協札幌病院 ４病棟
看護主任 中村  みどり

　39回生の皆さまご卒業おめでとうございます。
　３年間、授業や実習で学んだ成果が発揮され
る時がきましたね。これからはこれまで苦楽を
共にした友人と離れて活動することになります。
緊張や期待、不安などさまざまな感情があるか
と思いますが現場では先輩方が温かく迎え入れ

ますので安心
して職場に来
てくださいね。
一緒に働ける
日を楽しみに
しています。

ご卒業
おめでとう
ございます

　39回生の皆さまご卒業おめでとうございます。　39回生の皆さまご卒業おめでとうございます。　39回生の皆さまご卒業おめでとうございます。

ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業
おめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとう
ございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございます

ご卒業
おめでとう
ございます

ご卒業
おめでとう
ございます

勤医協札幌西区病院 ２病棟
看護主任 三上  優香

　３年間、様々な経験を乗り越えて頑張ってきた39回生。個性豊かなみなさんが、その個性
を大事にしながら、クラスの団結を強めて成長していく姿がとても頼もしかったです。
　これからも、自分自身を磨き、そして、自分らしく進んでいってください。
　「前程万里」…これからが始まりです！長い道のりを焦らずに進み、豊かに成長をしてい
くことを願います。
　Beginning of a bright future！（輝かしい未来の始まり！）　   卒業おめでとう

勤医協福祉会 柏ケ丘訪問看護ステーション 能登  佳司恵
祝




